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令和○年○月○日配布先：宮城県政記者会、東北電力記者クラブ、
文部科学記者会、科学記者会
報道解禁日： （新聞）令和X年X月X日（X）付け朝刊
（ﾃﾚﾋﾞ・WEB・ﾗｼﾞｵ）令和X年X月X日（X）XX時（日本時間）




報道機関　各位	
東北大学多元物質科学研究所タイトル（MSゴシック16pt 太字）
サブタイトル（MSゴシック12pt 太字）

※タイトルは新聞の主見出し、サブタイトルは袖見出しにあたります。15文字前後推奨。
どんなにすごいことか、社会にどんな影響を与えるのか、など記者の目を引くものに。タイトルで7割がふるい落とされるといわれています。


【発表のポイント】（以降、MS明朝12pt推奨）
· 3～4項目程度
· 各項目1行程度で簡潔にわかりやすく
· 『何が』『どのような意義をもたらすか』を、箇条書きで記載
※一般紙で使用されないような用語は極力避けてください。

【概要】
発表内容の要約を以下の要領で記載してください。
1．専門用語は極力使用しないでください。
2．300字程度にまとめてください。
3．冒頭の書き出しは、組織情報ではなく「つかみ」となる１センテンスを推奨します。
4．組織情報は「東北大学●●研究科○○教授らの研究グループは・・・」のように、代表者のみ（共同研究の場合は加えて本学の共同研究者１名）で、簡潔に記載してください。

※画像、映像の有（　　　　　　）、無
※テレビ局の場合、画像や映像データの有無が重要な  ポイントになります。【問い合わせ先】 ※２枚目以降でも可
（研究に関すること）
東北大学多元物質科学研究所
担当：
電話：
E-mail：　○○○@tohoku.ac.jp
（報道に関すること）
東北大学多元物質科学研究所　
広報情報室 
電話：022-217-5198 
E-mail：press.tagen@grp.tohoku.ac.jp









（※2枚目以降につづく）

【詳細な説明】
※ 5W1Hを用いて簡潔に（3頁程度を目安に）まとめてください。
※共同研究拠点・アライアンスの成果論文である場合は、その旨を、必ずお知らせ下さい。
1．ページ数が多くなると記者の目に留まりにくくなります。３頁程度にまとめてください。
2．新聞記事をイメージして、5W1Hを用いて、簡潔にまとめてください。
3．メディアは、「どのような効果があるのか」に着目するケースが多いため、社会的・学術的な波及効果「今後の展望」等について必ず言及してください。
4．専門用語には必ず説明書きを添えてください。
5．図表を用いる場合は、本文中の図表番号との対応に留意し、新聞等で使用される可能性も考慮して、線がつぶれていないか、写真はぼやけていないかを確認の上、使用してください。
5．謝辞を記載する場合には、記載方法に指定がある場合がありますので留意ください。
例）科研費により助成を受けた旨を記載する場合には「JSPS KAKENHI Grant NumberJP8桁の課題番号」（「JSPS科研費JP8桁の課題番号」）を必ず含めてください。（科研費ハンドブック抜粋）


【論文情報】
[bookmark: _GoBack]タイトル：
著者：
掲載誌：
DOI：
※論文掲載の際には、著者名、タイトル、雑誌名、DOIの他、筆頭著者の情報（氏名、所属）が分かるように掲載してください。

【用語説明】
注1．・・・
注2．・・・

※カテゴライズは広報課にご一任ください。↘[image: ][image: ]www.tohoku.ac.jp
www.tohoku.ac.jp
www.tohoku.ac.jp
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